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　文部大臣 ･ 井上毅の実業教育の重要性に対する自覚を反映して、明治 27 年 6 月に「実業教
育国庫補助法」が出されることで財政的支援を受けて、わが国の実業教育の展開が促進され、
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る。また、設置された学科目が、修身 ･ 読書 ･ 習字 ･ 作文 ･ 数学 ･ 地理 ･ 歴史 ･ 外国語 ･ 経









事実、明治 43 年の調査によれば、全国の商業学校卒業者進路をみると、「自家営業」が 37 %、




【図表 1】甲種商業学校の学校数 ･ 生徒数の変化（明治 32 ～ 45 年）
（出所 :『文部省年報』より作成）











要目ノ取調ヲ為サシメタルニ左ノ通報告セリ」と同年 5 月 6 日の官報において、その内容が
「彙報」欄の「学事」に掲載されている。中等教育レベルに限ってではあるが、これによって






















「教授要目」が提示される以前の明治 42 年に『新案商業簿記』（宝文館 1909 年）を、「教授要
















17 　吉田良三は明治 11 年に高知県で生まれ、明治 34 年に高等商業学校（明治 35 年に「東京高等商業学
校」へ改称）を卒業している。明治 35 年に早稲田大学講師としてそのアカデミック ･ キャリアを出発




よる『甲種商業簿記教科書（上 ･ 中 ･ 下）』（同文舘 1910 年）の刊行である。
　吉田はわが国の明治期後半から昭和期前半にいたるまで会計教育において大きな影響を有
した。この間に残した業績の範囲は商業簿記の領域のみにとどまらず、工業簿記 ･ 原価計算
（その主著のみあげれば、『工業簿記教科書』同文舘 1918 年、『工業会計研究』森山書店 1930
年、『間接費の研究』森山書店 1936 年）、銀行簿記（主著のみ、『最新式近世銀行簿記』同文











『簡易商業簿記教科書』同文舘 初版 1907 年（1931 年まで改訂増補）
対象 乙種商業学校 ･ 商業補習学校（年齢 13 － 15 歳）
中等教育課程後期
『甲種商業簿記教科書』（上 ･ 中 ･ 下）同文舘 初版 1911 年（1922 年まで改版重版）
その後、「上巻」の内容について後継版である『甲種商業簿記教科書』（上 ･ 下）とし
て出版。同文舘 初版 1923 年（1941 年の 5 訂版まで改版）
対象 甲種商業学校（年齢 15 － 17 歳）
高等教育課程
『最新式近世商業簿記』同文舘 初版 1914 年（2 回の改訂を経て 1930 年まで重版
その後、後継版『商業簿記提要』を出版。同文舘 初版 1934 年
対象 専門学校 ･ 高等商業学校 ･ 大学予科（年齢 17 － 19 歳）

















　「教授要目」公表の 1 年後、の明治 44 年 2 月に、吉田は新しく『甲種商業簿記教科書』（以
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 In the process for modernizing in Japan, bookkeeping or accounting spread as kowledge, 
not only a technology, through education system. This paper focuses on a “school” and 
a “textbook” as building blocks of social system. According to Tsujimoto ( 2010 ), "the 
modernization means that the nation provides education to the public", and “a school 
organized by the nation teaches modern knowledge". In this discourse, an official textbook 
is an expedient for transferring knowledge. Burke ( 2000 ) points out that a textbook is a 
means to promote the "commercialization of knowledge." The contents of the knowledge 
described in textbooks are embodied and restricted by the curriculum which is organized 
by the nation. In this regard, the process of socially spreading of accounting knowledge or 
the process of institutionalized in Japan of the Meiji era is unique. Particularly noteworthy 
in this process is secondary education for accounting. Koshu Shogyo Gakko Boki Sanjutsu 
Kyoju Yomoku (A Syllabus of Bookkeeping and Arithmetic for Commercial School) is 
the first official accounting curriculum established by the government, it was announced 
in May 1910 as the Ministry of Education Notification. This paper is to clarify the social 
and institutional background of bookkeeping and accounting education in Japan before 
establishing the Syllabus, and to verify the significance of the Syllabus, that is, the impact of 
that has brought to accounting education system.
